
看護師ワークショップ

③災害時に生じる社会的、倫理的問題
についてテーブルディスカッション



症例１：９０歳 男性

呼吸、循環問題なく、右下腿骨折
により歩行不可

受け答えはしっかりしているが、
なんとなく元気がない。

「寒い、寒い」と寒さを訴え、震
えている。



症例２：３２歳 男性

呼吸２２回/分、脈拍１２０回/分、
意識清明

左下肢完全轢断、活動性出血あり

「足は元通りになるのか」と興奮
気味に、看護師に聞いている



症例３：１６歳 女性

呼吸３２回/分、脈拍１２０回/分、
末梢冷感湿潤あり、右呼吸音減弱、
気管偏位あり「処置等で服を脱ぐ
のは嫌だ」と激しく嫌がっている



症例４：２２歳 女性

呼吸２０回/分、脈拍８０回/分、
右腸骨部分に打撲痕あり、下肢長
差あり、貴重品のカバンを心配し
ている



症例５：７２歳 男性

呼吸１８回/分、脈拍６０回/
分、JCS２桁、尿失禁あり、
嘔吐あり



症例６：６２歳 女性

呼吸１８回/分、脈拍５６回/
分、意識清明、後頚部痛あり、
四肢の運動、知覚なし

「動けない！なんで動けない
んだ～！」と大きな声で訴え
ている



症例７：４２歳 男性

脱線した車両より救出された。
呼吸２０回/分、脈拍１００回/
分、両大腿を４時間以上重量物
に挟まれていた



症例８：３８歳 女性

症例２の妻、夫の足を見て
ショックを受けている。

右手背を打撲した


